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船員保険制度の 在り方について 
( 「船員保険制度の 在り方に関する 検討会」における 検討状況 ) 

「 経緯等 

0  船員保険制度は、 船員の職務 外 疾病，職務上疾病・ 年金及び失業の 各部門を有する 総 
合 保険であ るが、 被保険者数の 減少に歯止めがかから ない 中で、 将来にわたって 安定的 
な 運営が維持・ 確保出来るかが 課題となっている。 とりわけ、 職務上年金部門について 

は 、 保険料収入が 減少する一方で 給付費は概ね 横ばいであ り、 構造的な赤字となって い 

る 。 

0  このような状況の 中で、 平成 1 5 年「「月に財政制度等審議会から、 「被保険者数等 
の 推移を踏まえ、 今後、 独立した保険事業としての 必要性を検討すべき」との 指摘があ り 、 また、 基本方針 2  O O 4 及び 2  O O 5 においても、 事業の存廃も 含めて見直すこと 

とされている。 

0  これらを踏まえ、 平成 1 6 年「 0 月に保険局長の 懇談会として「船員保険制度の 在り 
方 に関する検討会」を 発足し、 労使関係者及び 学識経験者により 今後の船員保険制度の 
在り方について 検討しているところ。 
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2 検討状況 

0  検討会においては、 各部門の一般制度 ( 健康保険、 労働者災害補償保険及び 雇用保険 ) 
への統合も視野に 、 これまで 6 回にわたり議論いただいているところ。 

0  これまでの検討会においては、 
，被保険者数の 推移を踏まえた 財政状況の将来推計 
，今後の船員保険制度の 在り方 
・一般制度に 統合する場合の 問題点 
等を提示し議論してきたところであ るが、 現時点では労使関係者の 合意を得るには 至っ 
ていない状況。 

0  今後は、 労使が合意できる 制度の見直しの 方向性を見出すべく ，引き続き検討してい 
く 0 
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